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「会」は沖電気とその関連などで働く人々が

「安心して人間らしく働ける職場」を願って

創られました。正規・非正規を問わず誰でも

入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労働相談は無料です。ホームページの「相

談窓口」で常時受け付けています。「沖電気

の職場を明るくする会」で検索してください。

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
４
月

か
ら
65

歳
以
上
の
高
齢

者
に
も
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
電
話
で
の
接
種
予

約
が
取
れ
な
い
、
ネ
ッ
ト
で
予
約

を
と
言
わ
れ
て
も
よ
く
わ
か
ら
な

い
な
ど
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
し

た
が
、
自
治
体
や
か
か
り
つ
け
の

病
院
、
東
京
や
大
阪
な
ど
拠
点
地

域
で
の
大
規
模
接
種
も
進
ん
で
い

ま
す
。
突
然
の
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル

に
も
、
未
接
種
の
医
療
関
係
者
や

付
き
添
い
で
来
た
人
、
か
か
り
つ

け
の
病
院
で
は
電
話
を
か
け
て
摂

取
で
き
る
人
を
探
す
な
ど
「
大
事

な
ワ
ク
チ
ン
を
無
駄
に
し
な
い
」

体
制
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
▼
Ｏ
Ｋ

Ｉ
グ
ル
ー
プ
で
は
90
名
以
上
の
従

業
員
が
感
染
し
、
濃
厚
接
触
者
の

特
定
や
該
当
す
る
職
場
の
消
毒
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
感
染
し
た

り
濃
厚
接
触
者
に
な
っ
た
場
合
、

Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
特
別
休
暇
（
賃
金
１
０

０
％
保
証
）
で
休
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
個
々
人
の
努
力
で
感
染
拡

大
防
止
に
取
り
組
み
「
仕
事
に
行

く
以
外
は
自
宅
で
す
」
と
い
う
人

も
多
く
、
息
の
詰
ま
る
よ
う
な
毎

日
は
続
い
て
い
ま
す
▼
５
月
上
旬

の
新
聞
記
事
・
訪
問
看
護
師
さ
ん

の
話
「
握
り
し
め
て
も
握
り
し
め

て
も
指
の
隙
間
か
ら
命
が
こ
ぼ
れ

落
ち
て
い
く
」
関
西
地
区
で
感
染

者
が
急
拡
大
し
入
院
で
き
ず
に
亡

く
な
っ
て
い
く
現
実
を
涙
な
が
ら

に
語
っ
て
い
る
と
い
う
内
容
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
▼
政
府
は
７

月
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ど
う
や
っ

た
ら
開
催
で
き
る
か
を
中
心
に
考

え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
世
論
調

査
で
は
「
開
催
中
止
」
が
半
数
近

く
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
今
国
が

お
金
を
使
う
の
は
そ
こ
じ
ゃ
な
い
」

「
ひ
っ
迫
す
る
医
療
機
関
や
生
活

が
大
変
で
困
っ
て
い
る
人
々
の
た

め
に
」
使
う
べ
き
で
す
。

花言葉：真実は一つ

浮
釣
木

着
々
と
「
構
造
改
革
」
を
断
行

昨
年
10
月
に
発
表
さ
れ
た
Ｏ
Ｋ

Ｉ
の
中
期
経
営
計
画
（
２
０
２
０

～
２
０
２
２
年
）
で
は
、
「
３
事

業
（
メ
カ
ト
ロ
・
プ
リ
ン
タ
ー
・

Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
の
統
合
」
「
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
部
門
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
」
「
海

外
生
産
拠
点
の
見
直
し
」
「
生
産

子
会
社
の
統
合
・
再
編
」
「
技
術

者
の
融
合
と
配
置
転
換
」
。
更
に

プ
リ
ン
タ
ー
事
業
で
の
１
，
０
０

０
人
削
減
（
海
外
拠
点
の
従
業
員

約
５
２
０
人
の
解
雇
）
な
ど
を
中

心
に
、
大
規
模
な
「
構
造
改
革
」

計
画
を
次
々
と
推
し
進
め
て
い
ま

す
。

10
年
ぶ
り

連
結
赤
字
２
億
円

５
月
発
表
の
２
０
２
１
年
３
月

期
連
結
決
算
は
、
前
年
比
で
売
上

高
６
４
３
億
減
、
営
業
利
益
７
３

億
減
、
経
常
利
益
４
４
億
減
、
純

利
益
１
４
３
億
減
と
２
０
１
１
年

３
月
期
以
来
10
年
ぶ
り
の
赤
字
決

算
と
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
海
外
販
売
の

停
滞
、
繰
り
延
べ
税
金
資
産
の
取

り
崩
し
を
要
因
と
し
て
い
ま
す
。

構
造
改
革
の
目
的
は
、
人
員
と

コ
ス
ト
削
減
だ
っ
た
の
か

昨
年
の
株
主
総
会
で
星
副
社
長

は
「
構
造
改
革
は
リ
ス
ト
ラ
を
目

的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
設
計

な
ど
の
リ
ソ
ー
ス
シ
フ
ト
の
相
互

活
用
を
よ
り
柔
軟
に
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
」
と

回
答
し
ま
し
た
が
、
実
態
は
技
術

の
融
合
の
名
の
も
と
に
、
本
人
の

意
向
を
無
視
し
た
転
籍
・
退
職
勧

奨
、
生
産
子
会
社
の
統
廃
合
と
賃

金
一
割
カ
ッ
ト
の
転
籍
（
退
職
）

を
は
じ
め
、
人
減
ら
し
・
コ
ス
ト

削
減
の
リ
ス
ト
ラ
が
強
行
さ
れ
て

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
企
業
の

社
会
的
責
任
を
果
た
せ

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
従
業
員
は
、

雇
用
の
不
安
・
賃
金
に
ダ
ウ
ン
で

生
活
不
安
に
さ
ら
さ
れ
続
け
て
い

ま
す
。

こ
ん
な
時
こ
そ
安
心
し
て
働
け

る
職
場
を
確
保
し
て
い
く
事
が
、

企
業
の
社
会
的
責
任
で
す
。

非正規社員にも最低賃金の適用を （ＯＫＩの年齢別最低賃金） ＊月の労働時間を１５５時間として換算

ＯＫＩの売上高、営業利益・純利益の推移

（億円）

（連結・年度３月期）

売上高

OKI従業員数の推移



2020/１０/1~  沖電気健康保険組合 全国健保協会（東京）※
４０歳~６４歳 健保保険料 介護保険料 健保保険料 介護保険料

被保険者 3.717% 0.670% 4.935% 0.895%

事業主 5.283% 0.670% 4.935% 0.895%

合計 9.000% 1.340% 9.870% 1.790%

※都道府県ごとに料率は異なる 東京を例にした．

 ４０歳から６４歳までの介護保険対象者

被保険者の沖電気と全国健保協会（協会けんぽ）の料率比較

健保の差異 1.218% 標準報酬月額を３５万円 賞与を年間

介護の差異 0.225% ４カ月と仮定して計算すれば差異は

 合計 1.443% 年間で約８万円となる。

Ｏ
Ｔ
Ｍ
に
も

一
斉
定
時
日
を

【
群
馬
・
富
岡
】

沖
電
気
か
ら
Ｏ
Ｔ
Ｍ

（
沖
富
岡
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク

チ
ャ
リ
ン
グ
）
に
転
籍
し

て
、
２
か
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。
沖
電
気
で
は
、
毎
週

金
曜
日
と
給
料
日
が
定
時

退
社
日
で
、
週
末
に
な
る

と
ホ
ッ
ト
一
息
つ
け
ま
し

た
。Ｏ

Ｔ
Ｍ
で
は
、
カ
レ
ン

ダ
ー
に
定
時
退
社
日
の
表

示
が
な
く
仕
事
に
応
じ
て
、

金
曜
日
も
給
料
日
も
残
業

に
な
り
ま
す
。
繁
忙
に
対

応
す
る
こ
と
な
の
で
仕
方

な
い
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

定
時
退
社
日
が
当
た
り
前

に
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で

ち
ょ
っ
と
辛
く
感
じ
、
仕

事
の
仕
方
の
メ
リ
ハ
リ
が

必
要
で
す
。
一
斉
定
時
日

の
設
定
を
し
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
す
。

労
働
者
の
立
場
に
立
っ
た

職
場
環
境
の
改
善
を
行
う

た
め
に
、
労
働
組
合
の
必

要
性
を
感
じ
ま
す
。

選
挙
の
情
報
収
集
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を

【
埼
玉
・
蕨
】

先
日
さ
い
た
ま
市
長
選
が

行
わ
れ
、
投
票
率
（
２
８
．

７
％
）
が
過
去
最
低
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
高
す

ぎ
る
水
道
料
金
や
、
市
民

の
暮
ら
し
よ
り
大
型
開
発

や
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
に
優

先
し
て
使
わ
れ
る
税
金
な

ど
の
問
題
が
あ
り
、
ど
う

い
っ
た
政
策
で
改
善
す
る

の
か
が
論
点
で
し
た
。
メ

デ
ィ
ア
報
道
の
情
報
量
は

少
な
く
、
そ
れ
が
投
票
率

低
下
の
一
因
と
い
え
ま
す
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
動
画
配
信
で
問
題
点
や

政
策
を
分
か
り
や
す
く
述

べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
今
後
の
選
挙
で
は
情

報
収
集
の
た
め
に
そ
れ
ら

を
活
用
す
る
こ
と
を
す
す

め
ま
す
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇

援
助
金
の
支
給
を

【
埼
玉
・
本
庄
】

Ｏ
Ｋ
Ｉ
ジ
ェ
イ
ア
イ
ピ
ー

（
Ｏ
Ｊ
Ｉ
Ｐ
）
に
は
「
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
制
度
」

は
あ
っ
て
も
援
助
金
は
支

給
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
長

く
働
い
て
き
た
功
労
の
意

味
を
持
つ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

休
暇
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
本
体
や
Ｏ

Ｔ
Ｍ
（
沖
富
岡
マ
ユ
フ
ァ

ク
チ
ャ
リ
ン
グ
）
で
は
援

助
金
５
万
５
千
円
が
支
給

さ
れ
て
い
ま
す
。
「
ぜ
ひ

Ｏ
Ｊ
Ｉ
Ｐ
で
も
支
給
し
て

欲
し
い
」
と
い
う
切
実
な

声
を
聞
き
ま
す
。

人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
を
求
め
て

【
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
】

毎
年
、
全
労
連
、
東
京

地
評
と
電
機
・
情
報
ユ
ニ

オ
ン
は
共
同
で
省
庁
交
渉

要
請
行
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
も
外
務
省
、

法
務
省
、
厚
労
省
、
経
産

省
に
対
し
現
職
組
合
員
が

次
々
と
「
追
い
出
し
部
屋
」

の
存
在
を
明
ら
か
に
し
企

業
の
「
人
権
無
視
」
実
態

を
告
発
し
ま
し
た
。

当
ユ
ニ
オ
ン
で
は
、
組

合
活
動
を
行
う
上
で
企
業

に
対
し
「
国
際
労
働
基
準
」

の
遵
守
を
求
め
、
「
国
際

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
パ
ク
ト
」

や
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に

関
す
る
指
導
原
則
」
を
活

用
し
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー

バ
ル
コ
ン
パ
ク
ト
は
、

「
人
権
」
「
労
働
」
「
環

境
」
「
腐
敗
防
止
」
に
関

す
る
１
０
原
則
を
実
践
す

る
こ
と
を
求
め
、
「
ビ
ジ

ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る
指

導
原
則
」
は
、
企
業
活
動

に
お
け
る
人
権
尊
重
の
指

針
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

リ
ス
ト
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
、

賃
下
げ
等
は
人
権
に
か
か

わ
る
問
題
で
す
。
私
た
ち

は
、
企
業
に
対
し
「
人
権

尊
重
」
を
求
め
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

★ ８ 時 間 働 け ば 誰 で も 生 活 が で き る 職 場 を ★ ２０２１年 ６月 第３９５号

《
沖
電
気
を
考
え
る
》
第
157
回

沖
電
気
健
康
保
険
組
合

保険料負担は
沖電気が年・８万円軽い

沖電気の２０００年からのリストラの柱は分社

化（分散化）政策でした。賃金や労働条件の変更

も行われ、健康保険も全国健保協会に移り保険料

が上がり負担増になっていました。１０年に経営

方針が分散型から統合型に変わり、２０年には国

内子会社３４社のすべてが連結決算になり、労働

条件の統一が望まれていました。賃金の格差是正

に先駆けて健保の是正は歓迎されています。

２０年 沖電気健康保険組合に編入された１０社
アダチ・プロテクノ、ＯＫＩプロアシスト、沖ワークウ

エル、沖コムテック、ＯＫＩ富岡マニュファクチャリン

グ、ＯＫＩジェイアイピー、ＯＫＩ東邦電子、ＯＫＩト

ラステック、沖電線ワイヤーハーネス、モガミ電線

初等～高等教育の合計

ＯＥＣＤ３８か国中の

３７位(2017年度）

対
面
サ
ー
ビ
ス
後
退

国
の
地
方
自
治
へ
の

介
入
招
く

デ
ジ
タ
ル
庁
を
て
こ
に
▼

マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

で
医
療
・
介
護
の
個
人
デ
ー
タ
・

年
金
給
付
、
各
種
免
許
な
ど
の
紐

付
け
を
行
い
個
人
情
報
の
一
元
管

理
に
よ
る
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
▼
遠
隔
教
育
や
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
と
い
っ
た
規
制
改
革
な
ど

を
推
進
す
る
方
針
を
示
し
て
い
ま

す
。菅

政
権
の
基
本
方
針
は
「
我
々

の
目
指
す
社
会
像
は
『
自
助
・
共

助
・
公
助
、
そ
し
て
絆
』
」

自
助
優
先
で
社
会
保
障
支
出
の

抑
制
な
ど
が
狙
い
で
個
人
デ
ー
タ

の
国
家
管
理
が
進
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。
行
政
機
関
は
国
内
最
大
の

デ
ー
タ
ホ
ル
ダ
ー
（
保
有
者
）
で

国
民
の
信
頼
確
保
が
必
要
で
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

守
る
権
利
の
拡
充
を

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
な
ど
大
企
業
や
国
が

保
有
す
る
デ
ー
タ
の
漏
洩
事
件
な

ど
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
今
、

デ
ジ
タ
ル
庁
を
創
設
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
消
費
者

保
護
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
、

個
人
情
報
保
護
、
労
働
者
保
護
な

ど
の
取
組
み
の
強
化
が
先
決
で
す
。

２
０
０
８
年
以
降
発
足
の
「
庁
」

観
光
庁
、
消
費
者
庁
、
復
興
庁
、

ス
ポ
ー
ツ
庁
、
防
衛
装
備
庁
、
出

入
国
在
留
管
理
庁

＝
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
な
ど
で
集
約

し
た
個
人
情
報
を
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
な
ど
で
自
動
的
に
分
析
し
て

人
物
像
を
推
定
し
、
評
価
・
差
別
・

選
別
す
る
手
法
の
こ
と
。

政
府
は
経
済
界
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
＝
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
変
革
）
を
通
じ
た
「
。
新
成

長
戦
略
」(

経
団
連
が
こ
れ
ま
で
の
成
長
戦
略
の
路
線
に
一
旦
、
終
止

符
「
。
」
を
打
ち
、
「
新
」
し
い
戦
略
を
示
す
意
気
込
み
を
表
し
て
い

る)

に
呼
応
し
、
９
月
に
「
デ
ジ
タ
ル
庁
」
を
創
設
す
る
。

個
人
情
報
の
流
用
も
心
配

大
門
実
紀
史
さ
ん

の
資
料
か
ら
引
用

国民監視のプロセス

米国

中国

日本


